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平成 29年消防統計概要 
平成 29年における大垣消防組合管内１市４町《大垣市(上石津地域を除く)・神戸町・輪之内町・安

八町・池田町 人口約 23万人》の火災・救急・救助などの状況をまとめました。 

調査中であった損害額及び原因別発生件数が確定しました。 

◆ 火災統計から・・・

総出火件数は 10件の増加、建物火災は全火災の約 51％ 

大垣消防組合管内の出火件数は 78件で、前年の 68件と比べ 10件増加しました。 

組合構成市町別では、大垣市が 44件（5件減少）、神戸町が 6件(4件増加)、輪之内町が 7件(5件増

加）、安八町が 15件(9件増加)、池田町が 6件(3件減少)でした。 

火災種別では、建物火災が 40 件で、前年の 30 件と比べ 10 件増加しました。また、車両火災が 8

件（1件減少）、その他の火災が 30件(1件増加)で、林野火災の発生はありませんでした。 

建物火災のうち住宅(共同・併用住宅等含む)からの出火件数は 21件で、建物火災件数の約 53%でし

た。 

出火原因の 1位は「放火（疑い含む。）」、「火入れ（枯草焼き）」、次いで「たばこ」 

出火原因別では「放火（疑い含む。）」及び「火入れ（枯草焼き）」が 8 件、「たばこ」が 7 件となっ

ています。「放火（疑い含む。）」による火災は前年より 2件減少していますが、9年連続で出火原因の

1位となっています。 

また、近年、枯草火災やたばこが原因となった火災が多発しています。これらの火災は、一人ひと

りが気を付けることで防ぐことができる火災ですので、ご協力をお願いします。 

火災による死者は 3人、負傷者は 15人 

火災による焼死者は 3 人で前年と比べ変わらず、負傷者は 15 人で前年の 8 人と比べ 7 人増加しま

した。平成 18年 6月に住宅用火災警報器の設置が義務化されてから 10年以上が経過しました。 

電池式の住宅用火災警報器の電池交換の目安は約 10年とされていますので、点検又は電池の交換を

お願いします。 

火災による損害額は約 1億 7百万円 

火災損害額は 1億 661万 5千円となり、前年の 7,594万 7千円と比べ 3,066万 8千円増加しました。 

◆ 救急統計から・・・

救急出動件数は 181件の減少、急病による出動件数は微増、1日あたり約 27件出動 

大垣消防組合管内の救急出動件数は 9,795件で、前年の 9,976件より 181件減少しました。これは、

1日に約 27件の割合で救急車が出動したことになります。 

救急事故種別をみますと、急病が 6,554 件(約 67%)で全出動件数の半数以上を占め、次いで一般負

傷が 1,246件(約 13%)、交通事故が 1,053件(約 11%)の順となっています。 

搬送人員は 9,470 人で、そのうち入院加療を必要としない軽症傷病者は 3,934 人(約 42%)となり、

前年と比べ約 3％増加しています。今後も正しい救急車の利用のしかたについて考え、行動すること

を呼びかける広報を継続していきます。 

◆ 救助統計から・・・

救助出動件数は 27件減少、前年に引き続き交通事故が半数以上 

救助出動件数は 65件で、前年の 92件より 27件減少となりました。 

内訳をみますと、交通事故による出動が全体の 6 割を占め、次いで建物等による事故、機械による

事故の順となっております。 

◆ その他の緊急出動から・・・

大垣消防組合管内では火災・救急・救助出動以外の出動件数は 973 件で前年の 944 件に比べ 29 件

増加しました。出動種別では PA連携出動が 778件（約 82%）で、次いで警戒出動が 131件（約 13％）

の順になっています。 
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◆ 原因別出火件数

火　災　統　計

(Δは負数を表す)

放火（疑い含む。）

8件

火入れ（枯草焼き）

8件

たばこ

7件

たき火

4件

電気機器

4件
電気装置

3件

その他

38件

不明

(48.7%）

(10.3%)

(10.3%)

(3.8%)

(9.0%)

6件

78件

火災件数

こんろ

配線器具など

(5.1%)

(7.7%)

(5.1%)
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◆ 建物火災用途別件数

◆月別出火件数・損害額

◆ 10年間の出火原因別順位　ワースト3
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救　急　統　計

◆　救急事故種別

（Δは負数を表す）

急病
一般

交通

その他

6,554件
(66.9%)

1,053件
(10.8%)

1,246件
(12.7%)

608件
(6.2%)

出動件数

件9,795

4



　◆　傷病程度別搬送人員

◆　年齢別搬送人員

◆　10年間の救急出動件数

43

高齢者
（満65歳以上）

成人

（満18歳以上65歳未満）

少年

（満7歳以上18歳未満）

乳幼児

（生後29日以上7歳未満）

新生児

（生後28日以内）

高齢者

5,593 人

59.1%

成人
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31.8%

少年

403 人
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乳幼児
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新生児
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(件)
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救　助　統　計　

その他の緊急出動
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～設置後１０年が経過した電池式の住宅用火災警報器はありませんか？～

平成29年度 全国統一防火標語

消防情報 ＜０１８０＞９９５－０１２テ レ ホ ン

サ ー ビ ス
火災の問合せ等

火 の 用 心 こ と ば を 形 に 習 慣 に

救急GO!それ1、2!

～電池式の住宅用火災警報器の点検を！～

電池式の住宅用火災警報器の電池交換の目安は、約１０年と言われてい

ます。

設置してから１０年が経過している住宅用火災警報器は、点検又は電池の

交換を行ってください。

なお、消防署が点検や電池交換を業者に委託することはありませんので、

悪質な訪問業者には十分ご注意ください。

～未設置の場合は、早期設置を！～

平成２３年６月から、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化さ

れました。

住宅用火災警報器は、火災の早期発見につながる非常に有効なものです

ので、設置されていない住宅は、早急に設置してください。
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